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ペスウイルス (EBウイルス,CM ウイルス)の新生仔 ･
乳幼仔における感染特性を解析している (藤本浩二 (予
防衛生協会)らとの共同).B ウイルス関連の国際シン










































































































Old World monkeys.ArchivesorVirology 147:
393-400.
14)Kin,H.,Jeon,S.,Yi,J.,Kin,T.,Kin,M.,liyun,B.,




























T. (2002) Variations in long- and

































2) 中村伸 (2002)サルにおけるアレルギーの特徴 :ア
レルギー増大要因の考察.Allergy21Centry.9.･
13･16.

















4) 坂本安,屈滞成乳 矢野一行,浅岡一雄 (2093)可
塑剤フタル酸エステル(DBP,DEHP)の投与によるラ
ット性周期と脳下垂体,副腎の機能に与える影響.
平成 14年度科学研究rr補助金 (特定領域研究 (1))
研究成果報告書 :2861287.
◇分担執筆


















































research on monkey B virusandrelatedprlmate





























































































(CD 142)の新 しい発 現抑制機 序.第 3 回






































ン学会 (2002年 11月,広島)要旨集 :355.
◇講演
1) Hirai, H. (2003) Comprehensive analyses on
subspeciation of agite gibbon'S: a whole arm
translocationbetweenchromosomes8and9(W 8/9)
inagilegibbons.JoumalCluborPrimateResearch
Center,BogorAgriculturalUniversity(Feb.2003,Bogor,
Indonesia).
附属施設
○ニホンザル野外観察施設
渡退邦夫(施設長併任),室山泰之
田中俊明(教務補佐員)
近年野生ニホンザルの人里-の接近と農作物被害
の増加が全国各地から報告されるようになり,日本固有
種であるニホンザルの保讃･管理に対する取り組みの必
要性が指摘されている.このような情勢の中,本施設で
は,ニホンザル個体群や生息環境の変化を把握するこ
とが保護･管理を考える上で不可欠であるとの認矧 こ立
ち,基本的な生憶学的㌍料を各地で継続的に収先する
体制を整えることを長期的な目標として研究活動をお
こなっている.また,野生ニホンザルの保護 ･管理にか
かわる研究にも積極的に取り組んでいる.
例年どおり,各研究林でおこなわれている長和的な
調査にスタッフができるだけ参加し,各地での研究活
動の現況の把握に努めた.具体的には,屋久島西部林道
地域でのニホンザル生息調査がおこなわれた.また,保
誰 ･管理に直接かかわる活動としては,被害管理のため
の益雄的調査および突放などがおこなわれた.
現在の施設3I蔓常は,下北 ･屋久島･串良の3研究林 ･
観察ステーションに重点をおいておこなっている.上信
越 ･木曽研究林での研究活動については,保全生物学 ･
野生動物管理学分野-の取り組みとも相まって,将来の
新たな形での再編成を模索しているところである.その
ほか,ニホンザルにかかわる文献のデータベースを作成
し,公開をめざして現在準備中である.
2002年度の各地ステーションの状況は,次の通り
である.
I.幸島観察所
幸島では 1953年に餌付けが成功して以来,全頭個
体陀別に基づいた群れの長期継続観察が行われている.
2002年には 16i7Bの出産があったが,内 13頭が死亡す
るという例年にない厳しい年であった.その他にも2002
年1月第1位オスだったケムシをはじめとして7頭が死
亡している.台風の形轡で秋から冬にかけての主食で
ある種子類の生りが窓かったこと,春先の寒さが長く続
いたことなどがその大きな理由であると思われる.2003
年 3月未の時点での総個体数は.マキグループ約 10頭
を含め,96頭である.主群では事由に当初から存在し
た家系毎の個体数に,優劣によって大きなちがいが生ま
れてきている.大半の個体がサンゴ (3代目メス研ウメ
の祖母)家系の個体で占められるようになっており,也
の家系の子孫はいつ途絶えてもおかしくない状態にあ
る.またメス頭であったメギ (ウメの子)が死亡し,班
のメロンが体調を崩している問に,チガヤ (ウメの姉の
ウリの子)が力をつけて,一時的にはメス頭の地位を奪
った状態にある.また節 1位オスであるホタテ (ウメの
妹ウツギの子)以下,群れの主たるオスたちも僚位家系
出身の兄弟で占められており,幸LTJで長く続いた節 1位
オスは劣位家系からという伝統も変わってしまった.
今年度は深谷もえ (霊長研 ･生態機構)によって採
食選択の研究が行われた他,森明雄 (霊長研･生協機構)
によって成長遅延の研究が継続された.串間市による幸
島サル検討会では幸島内の整備や保全芥についての検
討が行われ,管理計画の見直しが進められている.また
幸島のサル観察を最初の時期から継続してこられた三
戸サツエ氏の資料と写真の整理作業が,21世紀coEの
支援を受けて黒木さつき (研究支援推進員)によって行
われた.
文部技官として1969年8月1日以降33年にわたっ
て勤続した山口直嗣が2002年12月末日をもって退職し,
あらたに鈴村崇文が2003年1月1日より勤務についた･.
2.下北研究林
下北半島に生息するニホンザルはこれまで通り複
数の調査グループによって,調査が継続されている.北
西部に関しては,佐井村教育委員会が中心となって佐井
村 ･大間町近辺の調査を継続しており,田中俊明が参加
した.冬の一斉調査で,Z2群が3群に分裂していること
が確認された.Y群については,サブグルこビングが観
察されたが,分裂には至っていないようである.Ml群
が分裂したことは以前から把握されていたが,その分裂
群が今回の調査で直接観察により確認された.南西部に
関しては,松岡史朗を中心とした下北サル調査会が,脇
ー57-
